
最上川水系水質汚濁対策連絡協議会

令和７年５月８日 15時00分発表

部が前回より更新

１．事故概要

○発生場所：尾花沢市北町２丁目２－２ 半導体等の金型製造工場

○発生日時：４月２８日 ８時頃に工場社員発見

○流 出 物：Ａ重油

○流 出 量：最大で約１２９０リットル

２．事故対応状況

４月２８日 新庄河川事務所では、災害対策支部（水質）「注意体制」を設置。

以降、国、県、市で連携して、河川巡視、オイルフェンス等を設置、

水路等調査、油除去を継続して実施。

５月５～６日 尾花沢市の指導のもと原因者において、市街地の水路等の洗浄・

油除去を実施。

５月８日まで 河川、水路等を巡視した結果、異常は確認されません。

３．「注意体制」解除について

・河川巡視においても異常は確認されていない。

＜＜発表記者会：新庄新聞放送記者会＞＞

問い合わせ先

尾花沢市

電話：０２３７－２２－１１１１（代表）
環境エネルギー課長 豊島 崇（ﾄﾖｼﾏ ﾀｶｼ）

電話：０２３－６２１－８４２０（直通）
環境課長 大久保 剛（ｵｵｸﾎﾞ ﾂﾖｼ）

電話：０２３７－４７－８６７７（直通）
北村山河川砂防課長 本間 直樹（ﾎﾝﾏ ﾅｵｷ）

山形県村山総合支庁

最上川水系水質汚濁対策連絡協議会
国土交通省 東北地方整備局 新庄河川事務所

電話：０２３３－２２－０２７５（直通）
副所長（河川） 花田 一二（ﾊﾅﾀﾞ ｶﾂｼﾞ）
管理課長 柴田 敏明（ｼﾊﾞﾀ ﾄｼｱｷ）

記者発表資料

山形県尾花沢市における
重油の流出について（第３報・終報）

令和７年４月２８日に発生した山形県尾花沢市内の半導体等金型製造工

場からの重油流出事故を受け、河川巡視やオイルフェンス等の設置、水路

等の洗浄・油除去など関係機関が協力して対応してきましたが、丹生川で

の異常が確認されないことから、災害対策支部（水質）「注意体制」を解

除しました。

・水路の油洗浄・油除去作業が終了し、新たに河川へ流出する恐れが無くなった。

※ 以上の結果に基づき「注意体制」を解除

※現在、河川での異常は確認されていませんが、魚の死骸等を発見された場合は、下記に連
絡をお願いします。


